
    

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  
 

   
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度埼玉の子ども 70 万人体験活動 

福祉学習 心と手をつなごう 

● ４年生の総合的な学習の時間で、「心と手をつなごう」というテ
ーマのもと、福祉について学習した。 

● 「手話体験・講話」や「点字体験」「車いす体験・講話」等を通し
て、障害のある人も自分たちも安心して暮らすことができる社会

について学んだ。 

● 障害とは「人でなく環境のこと」ということがわかった。 

● 普段のくらしの幸せが福祉だと思った。 

● どんな人でも幸せにくらせることが大事だと思った。 

● 「大丈夫ですか」と声をかけるよりも、「お手伝いできることは

ありませんか」と声をかけたいと思った。 

● 障害者の方との交流や体験活動を通して、児童は障害が自分の生

活に関わりがあるものとして、深く考えることができた。 

● 所沢市社会福祉協議会と連携することで、多くの障害者の方と交

流することができた。 

 と こ ろ ざ わ し り つ  と こ ろ ざ わ 

障害についての講話 

第４学年 

手話体験 車いす体験 

点字体験 


